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「年頭にあたって」

新年あけましておめでとうございます。初春 を

迎えるにあたって、ひと言 ご挨拶申し上げます。

日頃より、学校保健・学校安全にご尽力をいた

だいている皆様方に、心より敬意と感謝を申し上

げます。

昨年は宗谷管内稚内市において、 9月 13日 に第

68回北海道学校保健・安全研究大会を開催する予

定でおりましたが、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を受けて、大会開催は中止となりました。

大会を準備 していた宗谷管内の関係者の皆様には、

大変ご迷惑をおかけしたことお詫び申し上げます。

2019年 12月 、中国武漢市における「原因不明の

肺炎」の流行は、2020年 1月 7日 には原因は新種

のコロナウイルスであるとして特定 され、その後

荒 ましい勢いで感染が広がりをみせ、中国だけで

はなく全世界に拡大 (パ ンデ ミック)し ました。

北海道においても 1月 28日 に初めての感染者が

見つかって以来、 2月 に入ってから道内各地に広

がり、都道府県別では国内最多となったのは皆 さ

んの記憶に新 しいところだと思います。

その後の展開につ きましては、北海道独自の緊

急事態宣言、全国の小中高校の臨時休業要請、東

京オ リンピック開催延期、全国一斉の緊急事態宣

言等、様々な取 り組みを重ねてきましたが、感染

者が減少 してはまた増加するという何度かの波を

繰 り返 しながら今に至っています。

各学校では、年度末 と年度初めに臨時休業が続

いたことから大幅に年間行事計画が狂い、大変な
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苦労を重ねたことと思います。特に、 6月 までに

集中していた各種学校健診はすべてキャンセル と

なり、いつ、どのように実施するかについての調

整にも多くの時間を費やしたことと思います。

今までインフルエンザ等の感染症の流行におい

ては、保育所・幼稚園・学校等が感染拡大の 1つ
の要因となっていましたが、今回の新型コロナウ

イルス感染症の流行においては、感染防止の様々

な配慮がなされ、クラスター発生は殆どありません。

大学におけるサークル活動や会合、高校における

部活動で一部クラスターが発生 していますが、学

校 を介 して周 りの人に感染 したという例は殆ど見

当たりません。学校における日常生活は、基本は

教室での座学ですから、狭い場所に多くの人が集

まった状態です。また、給食時間は多くの人が一

堂に会 して会食すると考えると、新型コロナウイ

ルスは子供にはうつ りにくいという特徴 を差 し引

いたとしても、大規模なクラスター発生の条件が

揃っているのです。それにもかかわらず感染拡大

の要因になっていないのは、学校現場での様々な

取 り組みの結果だと思われます。教育の現場は間

違いなく大健闘しているのではないでしょうか。

まだまだ続 きそうな新型コロナウイルス感染症

ですが、学校・家庭・地域社会の関係者 と三師会

はじめ関係機関が英知を結集 し、児童生徒の健康・

安全の保持・増進に努めて参りますので、ご支援・

ご協力くださいますようお願い申し上げます。
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施しました.

2 アンケート調査の対象と方法

全校生徒1,H3名 を対象にインターネットを介

してのアンケー ト調査を令不Π2年 9月 23日 ～10

月3日 の11日 間行いました.

3 アンケート調査結果について

全校生徒1,113名 中、454名 からの回答を得ま

した。(回答率41%)学年別の回答割合は、 3年生

34%、 2年生38%、 1年生28%で したc男女別

では、女子57%、 男子43%で した。以下は調査

結果の一部です。

「カフェインを含む飲料を飲みたいと感じるこ

とはありますかJと いう質問については、44%が

「はいJと 回答していました。

「あなたはカフェインを含む飲料をどのくらい

の頻度で飲みますか」の質問については、「ほと

んど飲まない」力`最も多く22%、 次いで「ほぼ毎

日」17%と なりました。週 1回以上、カフェイン

を含む飲料を飲んでいると回答した人は、54%と

なり半数以上の人は、週に 1回以 Lカ フェインを

含む貪欠料を飲んでいるという結果になりました。

「あなたは普段、どのようなカフェインを含む

飲料を飲みますか (複数回答可)Jの質問につい

ては、「緑茶」34%、 「紅茶J22%、 「コーヒー」

21%、 「エナジードリンクJ20%と いう結果でし

た。「コーヒー」と「エナジードリンクJと 回答

した生徒を具体的にみてみると、学年が上がるに

つれて回答した割合が_Lが り、回答した中で 3年

生が最も割合が高くなりましたc

「あなたはどのような時にカフェインを含む飲

料を摂取しますか (複数回答可)Jの質問につい

1 はじめに

本校は札幌市豊平区にある、創立100周年を迎

えた、全日制普通科男女共学の私立高等学校です。

平成16年度より4つのコース制を導入し「特進コ

ース」「総進コース」に加えて「グローバルコー

ス」「メディカルプレップコースJが あり、国際

理解教育と充実 した進学教育を柱として「21世紀

のリーダーとなりうる、国際感覚を備えた人材の

育成Jを 目指 しています。全校生徒数は、1,113名

(女子561名 、男子552名 )、 30ク ラスの学校ですc

(令和 2年 10月 現在 )

近年、コーヒーチェーンやカフェ、コンビニ等

でコーヒー等のカフェイン飲料があらゆるところ

で販売 され、身近に感 じられるようになってきま

した.ま た、若者を中心に、エナジー ドリンクが

人気となり、コーヒーやお茶以外の飲料からもカ

フェインをとる機会が増えてきています。日本中

毒学会では、平成23年度からの 5年間に少なくと

も101人が救急搬送され、 7人が′心停止となりう

ち 3人が死亡 しており、平成25年度からカフェイ

ン中毒の患者が急増 しているという報告がありま

すc

本校生徒の普段の様子をみてみると、紅茶やコ

ーヒー、緑茶のぺ ソヽトボ トルを持ち歩いている生

徒が多く見受けられます.定期試験や学力試験の

前夜にはエナジー ドリンクを飲んで夜中まで勉強

しているといった声も間かれることがあります。

また、数年前頃から体調不良で来室する生徒の中

にはカフェイン飲料摂取後や過剰摂取により身体

的症状が出現 している●l能性がある生徒もみられ

ましたGそ のため、本校のカフェイン飲料の摂取

状況と意識について現状を確認 し、啓発活動等に

生かしていくことを目的に、アンケー ト調査を実

図 1 あなたは、どのような時にカフェインを含 む

飲料 を摂取 しますか ?(複数回答可 )
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ては、「試験前の勉強に集中したい時」が最も多

く28%、 次いで「眠気を感じる時」23%、 「リラ

ックスしたい時」17%、 「疲労を感じたときJ13
%と なりました。 (図 1参照)

「あなたはカフェインを含む飲料は、中毒性は

あると思いますかJと いう質問については、「や

や思う」40%と 最も多く、「あまり思わないJ25
%、 「すごく思う」23%、 「全く思わない」12%
という結果でした。中毒性があると「あまり思わ

ない」又は「全く思わないJど ちらかと回答した

生徒は37%で した。

「あなたは飲料を飲むときにカフェインが含ま

れているかどうかやカフェインの量を意識してい

ますか」という質問については、「はい」18%、

「いいえ」63%、 「どちらでもない」19%と なり

ました。63%の生徒が飲料を摂取する時にカフェ

インの合有や量を意識していないと回答しました。

「あなたは、今までにカフェイン摂取後にめま

いや動悸、興奮、不安、震え、不眠、下痢、吐き

気、嘔吐などの身体的症状がでたことはあります

か」という質問については、「はい」11%、 「い

いえ」89%で した。H%の生徒がカフェイン摂

取後に何かしらの身体的症状が出たことがあると

回答しました。

4 啓発活動

(1)掲示物

アンケート調査結果を基に、カフェインの掲示

物については、「原料について」「飲料に含まれ

るカフェイン量」「1日 に摂取できる最大カフェ

イン量」「カフェイン摂取による身体的症状J「カ

フェインの短時間の過剰摂取 (一気飲み)の危険」
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の 5つ に焦点を当て作成 しました。また、本校生

徒が普段飲んでいるカフェインを含む飲料で多く

回答 していた飲料を中心に 5つの飲料を立体的に

作成 し、自動販売機に見立てた掲示物の中に飲料

を入れ、カフェイン量を記載 し、生徒の目に留ま

るよう工夫 しました。アンケー ト調査結果から、

カフェイン摂取後に何 らかの身体症状を出現 した

ことがある生徒が11%い たことから、過乗1摂取に

よる具体的な身体的症状についてや、短時間での

カフェイン過剰摂取による危険性を訴える内容を

記載 しました。

(2)ほ けんだより

本校では、A4用紙両面印刷の「ほけんだよりJ

を年間12回 、毎月第 1月 曜日に発行 し配布 してい

ます。 (夏季 。冬季体業中や祝 日の場合は別日に

配布 しています。)本校では月曜日にLHR(ロ ン

グホームルーム)の時間が設けられているため、

その時間に配布できるように作成 しています。L
HRで配布することにより、担任先生がほけんだ

よりの内容についてふれる時間がとりやすいこと、

また生徒が少 しでもほけんだよりを読む時間がと

れるのではと考え配布の曜日を決めています。ま

た、配布日を毎月第一月曜日と一定にすることで、

生徒や教職員へほけんだよりが定着することや、

読むことが習慣化するようになればと考え、私が

本校に着任 してから十数年間継続 してやってきま

した。

カフェインについては、アンケー ト集計後に毎

月発行 しているほけんだよりの一部に、アンケー

ト結果報告や飲料に含まれる具体的なカフェイン

量、 1日 摂取できるカフェイン量の目安等を掲示

物とリンクしながら記載 しました。アンケー ト結
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4衝 0こ こまでの線告とし薫す.ヽ 螢数爾t筆 た,ほ iチ んだよりや候薩豊前の描十薇でアンケー

ト場桑や力,■ インな奮む飲料に0い て験 ,上 げていきたいと思しヽます.

鉢
一
篠
ム̈

一　
　
懸
華
篠



-4-

果は、グラフを項 目ごとに記載 し、飲料に含まれ

るカフェイン量については表で記載 し可視化 しま

した。

5 おわりに

カフェインに関する生徒へのアンケー ト結果報

告や啓発活動については、現在実践中であるため、

引き続き掲示物やほけんだより、リーフレット等

を作製し、報告や啓発活動を継続していきたいと

思います。また、このアンケート結果報告や啓発

活動を終えた際には、この実践について振り返り

や評価を行い、本校生徒の健康課題により沿った

ものになるよう、さらなる計画、実践へとつなげ

ていきたいと思っております。

さらに、今回のカフェインに関することに限ら

ず、高校生という発達段階や社会の状況を鑑み、

優先すべき健康課題は何かを常に考え、今後も課

題に向かい取り組んでいきたいと思います

最後にこのような執筆の機会をいただいたこと

に感謝申し上げます。ありがとうございました。
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1)日本経済新聞 :カ フェイン中毒、5年で100人救急

搬送 死亡3人  日本中毒学会調査、

https:〃www.nikkei com/article/DGXLASDG13
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2017年 6月 13日

新型コロナウイルス感染症の影響で、令和 2年

度に予定していた多くの研究啓発事業が中止とな

りましたっ

令和 2年度北海道学校保健・安全研究大会宗谷

(稚内)大会、第39回北海道学校歯科保健大会 (北

海道歯科医師会と協同)、 学校保健講演会 (北海

道薬斉」師会と協同)はすべて開催できませんでし

たので、 1月 号 (113号 )、 6月 号 (114号 )に 載せ

る事が出来なくなってしまいましたЭ以上のよう

な理由により、誠に勝手ではありますが、この 2

号につきましては 4ペ ージで発行 したいと思いま

す。

令和 2年度に開催中止となりました第68回北海

道学校保健・安全大会は、開催地を移 し |^勝管内

の帯広市で開催することとなりました。

0日  時 令和 3年 11月 14日 (日 )

0場 所

・帯広市民文化ホール (全体会・講演会)帯広市

西 5条南11丁 目48番地 2(帯広駅南口徒歩 5分 )

駐車場は隣の長崎屋 3階、 5階、屋上駐車場を

利用して ドさい。 (無料 )

・ とかちプラザ (分科会 )

帯広市西 4条南 13丁 目 1番地

(帯広駅南口徒歩 2分 )

現時点では予定通 り開催す

る方向で準備 していますが、新型コロナウイルス

感染症の影響で開催が中止となる場合 もあります

のでお含みおきください。

なお、令和 3年度全国学校保

健・安全研究大会につきまして

は、岡山県岡山市において令和

3年 10月 28日 。29日 に開催予

定です.

0日 時

O会 場

令和 3年 10月 28日 (木 )、 29日 (金 )

岡山県岡山市
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